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【企業主導型保育園】フェニックス キッズ 西麻布（港区西麻布1-5-22）

【大切にしているのはこんな保育】 【ご参加いただくのはこの方】

【職員間のコミュニケーションで大切にしていること】

☆ITと保育の融合

母体となるのはIT会社。その強みを生かし、保育

に自社製アプリを取り入れています。壁一面にクイ

ズ、リズム遊びなどを映し出し、楽しんでITに触れ

る時間。それが探究心にも繋がると考えています。

ちなみに連絡帳も自社製システムを使用。現場の意

見を直接反映し改善していけるのが大きな強みです。

☆密なコミュニケーションでフラットに

「よく会話をします。」とリーダー。「話」ではなく「会話」。一方的ではなく同じ目

線で思いを交わす、という意味が込められています。そのためには、リーダー自身基本は

保育に入り、そこでの気づきや迷い・悩みを一保育者として職員に相談しています。率先

したその姿が、他職員にとっても思いや考えを出しやすくしているようです。職員皆さん

の前向きな意見出しや聞く耳が、職場に風通しの良さを生んでいます。

マネージャー 安岡理紗さん

転職経験のある職員お2人に話を伺うと、

真っ先に出た言葉が「園の雰囲気が良

い。」「上に立つ方を尊敬している。」と

いうこと。一方でマネージャーやリーダー

の方々は、「職員に恵まれている。」とは

っきりおっしゃいます。互いに思いやる姿

勢や、現場と本部の良い連携が伺えます。

当日は安岡さんに加え、本部、園からもご

参加いただきます。

☆家庭的な温かさをまとった保育

一見ITとは離れた言葉のようですが、園内には温かい雰囲気が流れています。大きな声

は出さず、ゆったりと、穏やかに。そして、担任間の垣根なく職員皆で子ども1人ひとり

を見つめ、 「この姿はどういうことだろうね？」などと話題にします。そこで出てくる

答えは、「〜すべき」ではなく「この子は～したいんじゃないかな？じゃあやってみよう

か。」という考え方。柔軟に援助や環境を考える1人ひとりの姿勢が、温かさの源です。
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